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	ドメイン：Rieskeドメインはアポトーシスを誘導します。,機能：カスパーゼ依存経路を介してアポトーシスを誘導します。ミトコンドリア膜電位を低下させます。,類似性：FAD依存性酸化還元酵素ファミリーに属します。,類似性：1つのRieskeドメインを含みます。,細胞内局在：アポトーシス誘導時に核に移行しません。,組織特異性：普遍的に存在します。骨髄、大脳皮質、肝臓、卵巣、胸腺、甲状腺、舌（タンパク質レベル）に発現します。,ドメイン：Rieskeドメインはアポトーシスを誘導します。,機能：カスパーゼ依存経路を介してアポトーシスを誘導します。ミトコンドリア膜電位を低下させる。,類似性：FAD依存性酸化還元酵素ファミリーに属する。,類似性：1つのRieskeドメインを含む。,細胞内局在：アポトーシス誘導時に核に移行しない。,組織特異性：普遍的に存在する。骨髄、大脳皮質、肝臓、卵巣、胸腺、甲状腺、舌（タンパク質レベル）に発現する。,
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	AIFM3抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	AIFM3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	AIFLポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

